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発 掘 調 査 に よ せ て

先に行なわれた住吉遺跡の発掘調査も大きな成果をおさめて終了することが

できました力＼ 今回は、また中谷遺跡の発掘が行なわれ、私たちの祖先の残 し

た貴重な文化遺産がみごとにその姿を現わし、当時の人々の生活を目のあたり

にする思いがいたします。

数乖年もの間、地下に眠つていた住居の跡や、素朴な人間らしさをもつ土器、

石器等を生活の用具として、精神のよりどころとして、自然の中で強く生きぬ

いてきたという実証に非常に感慨深いものがあります。

最近文化財に対する一般の関心が高くなつたことはまことによろこばしいこ

とであり、郷上の過去の文化や祖先の生活を知るための唯―の手がかりとなる

遺跡は十分な調査を加え、甥らかにし、保護の手をさしのべなければなりませ

ん。都留市内には、以前から遺跡の存在が各所にみられ、縄文や弥生の文化の

あつたことが知られますが、特に小形山の中谷地区には、土器片や石器が多く

発見され、今回の発掘調査により、縄文後期の文化の存在が確認されたのであ

ります。

この報告書がひろく活用され、この地の縄文文化を知る手がか りになるとと

もに、本市の文化財保護の向上に役立てば幸いです。

この大きな成果をおさめられた多くの関係者の協力と努力に対 し厚く感謝申

しあげる次第であります。

都留 市長  富  山 節  三



序

遠い祖先の貴重な文化遺産、これを大切に保護 し、後世に伝えるのはわれわ

れの責任であり、使命であります。

近年文化財に対する一般の関心が深まつているなかで市では積極的に文化財

保護行政にとりくんでおりますことは、まことによろこばしい次第であります。

先住民の遺跡発掘調査、旧家に伝わる古文書等の調査、衣食住、信仰、社会

生活など精神的、物質的な生活を通 して有形的、無形的に伝承された民俗の調

査等文化財審議会委員や文化財調査員、都留文大考古学研究会員などのご協力

により、着々と史料の収集と検討が加えられております。

この中で 4千年あるいは 5千年前という祖先の生活の跡を知る唯―の手がか

りともなるべき遺跡調査は、法能の住吉遺跡調査が昭和 46年 7月 に実施され、

大きな成果を収めました。これに引きつづいて、小形山台地の一隅、中谷遺跡

調査がこの程行なわれました。

すでにこの附近で、昭和 39年中央自動車道建設事前調査として山梨県中央

自動車道考古学調査国によって行なわれ、純文後期 と弥生時代の配石遺構が学

界に発表されています。

昭和 47年 3月 、農道拡巾工事の際土器と住居跡を確認 したので調査会を発

足、調査回長に日本考古学協会員山本寿々雄氏を委嘱!し 、都留文科大学考古学

研究会員の手によらて本格的な調査となった次第であります。

発掘された遺跡、遺物そこには数千年も前の縄文時代後期に原始狩猟生活を

した生活のあとが実証されたのであります。

これら貴重な記録をここに作製し、その成果をまとめ本書を刊行 した訳であ

りますが、この調査書がひろく関係者に活用されるとともに縄文文化を知る手

がかりになり貴重な文化財の録護に役立つことを念 じてやみません。

おわりに本書刊行までに寄せられた関係者のひとかたならぬご努力とご協力

に対 し、深甚なる敬意と感謝 の意を表 します。

昭和 48年 3月 1日 都 留 市 教育 委 員 会



調 査 に よ せ て

従来は主として ① 石 造遺 構 ② 敷石遺 構 とい う仮名 称で、 組

石を中心 とする山梨県下の関係遺跡調査を手がけてきたところであつたが、こ

の種の配石遺構が比較的に郡内地方に多いことの意義に加えて、表面採集によ
つて ③ 小動物を有する口縁部破片 (蛙)が注目されはじめ、これが一応は

④ 動物形土製品にも共通性を求められるものとして若 しや配石遺構に伴なう

ものであるならばアニマリズムを表現 していたものではなかろうかなど考えて

もいたところであつた。

たまたま同地区を都留市の農道が広幅され、一部の配石を伴なう包含層のあ

ることを都留市内の文化財関係者や、都留文科大学学生によつて確認され、縄

支後紳～晩期にかける文化の中にどのように位置づけられるのか、また晩期の

安行 亜aa bo cに伴なう東北文化の実態を明らかにし、あわせて組石を中心と

する遺構が、広く日本各地の配石遺構の中でどのような意義づけが出来るであ

ろ うかとする両面をになつて、調査するべく諸般の準備が関係者の手でおこな

われたのである。今回の発掘区域は宅地造成の可能性が明らかとなり、これが

造成以前において調査することが時宜を得ているものと関係者の間で協議がお

こなわれ、中谷遺跡調査会を発足出来るまでとなつたのである。 (男t紙参照)

限 られた面積内においても常に計画的に調査が進められるよう都留市教育委

員会関係者や文化財審議委員関係者によつて前向きな準備がおこなわれた。

そ して都留文科大学考古学研究会の諸君や卒業生OB会の諸兄と共にみのり

のある記録を残すよう、関係者すべての人々が協力を誓いあつたので あつた。

②

① 山 本 寿 々雄
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口

1,こ の調査は、民家増築に伴う緊急の記録保存を、都留市当局の予算をもつ

て、都留文科大学考古学研究会に委託され、行なわれたものである。

2。 この調査の主眼は、小形山台地における縄文時代後期晩期に伴う配石遺構

の研究とし、安行Ⅲ abclこ伴 う大洞系文化の実態を究明しようとしたもの

である。

3.この報告書の執筆および図版作製分担は次のとお りである。

写 真 撮 影   里 村 晃 一

遺跡の環境   奥   隆 行

地   層   森 本 圭 一

遺   構   酒 井 由美子  河 合 良 彦  渋 谷 由美子

遣   物   山 本 正 貝も  一之瀬 寿美子  田 中 文 江

服 部 弘 栄  泉   恵 子  岡 田 由紀子

斎 諜 敦 子  田 村 正 和  宮 前 孝 子

考   察   山 本 寿々雄 外

図  版  山 本 正 則 小 野 淳 子 竹 内 清 志

梅 山 朋 子  松 井 仁 美  岡 田 文 江

土 器 復元   奥   隆 行

4.本遺跡焼土中から出土 した木波については、召∫留文科大学教授 ‐調査団顧

門の篠原博教授により、静岡大学に、カーボンデーテイングをお願い した。

時間的な都合で、本書には闘に合わなかつたが、後日追加補足するものであ

る。また、都留文科大学自然科学研究室の先生がたには、石器の石質や土壊

の鑑定にお骨折いただいたことを記 し、深い謝意 を表する次第である。

例

― ‐ 1・ ―



中 谷 遺 跡 調 査 会 規 約

第 1章  総  則

(目    的)

第 1条 この調査会は、小形山中谷地区内における埋蔵文化財包蔵地の宅地造

成前の調査を施行 し、その記録を作成すると共に保存活用方法を研究するこ

とを目的 とする。

(名   称)

第 2条 調査会の名称は、中谷遺跡調査会 (以下「調査会」とい う。)と 称す

る。

(事   業)

第 3条 調査会は、第 1条の目的を達成するため、次の車業を行なう。

1.遺跡の予備調査、本調査による記録作成および保存活用方法の研究。

2,そ の他前項の目的を達するために必要な事業。

(事 務 局)

第 4条 調査会の事務局は、都留市上谷 270番地都留市教育委員会内におく。

第 2章 組  織

(組   織)

第 5条 調査会は、次に掲げる役員をもつて組織する。

顧間 l名  名誉会長 1名  会長 1名  副会長 3名
理事 若干名

(顧間、名誉会長、会長、副会長)

第 6条

1.顧間は、都留市長の職にあるものをもつてあてる。

2.名誉会長は、都留市教育委員会教育委員長をもつてあてる。

3。 会長は、都留市教育委員会教育長 の職にあるものをもつてあてる。

4.会長は、調査会の業務を総括 し、調査会を代表する。

5.副会長は、都留市文化財審議会会長および調査団融問並びに調査団長を

もつてあてる。

6。 副会長は、会長を袖佐し、会長事故あるときはその職務を代行する。

(理   事)

… 2-



第 7条 理事は、市内文化財保護関係者および調査回のうちから会長が委嘱する。

(役 員の任期)

第 8条 役員の任期は、調査会解散までとする。ただしその職ある故をもつて委

嘱された者の任期は、当該職の在職期間とする。

(事務局長)

第 9条 調査会に事務局長をおく。

事務局長は上司の命を受け、調査会の事務を処理 し、事務員を指揮監督する。

(事務局鼻)

第 10条 調査会に事務局員をおく。

1.事務局員は、会長が委嘱する。

2.事務局員は、上司の命をうけ、調査会の事務に従事する。

(調 査 団)

第 11条 調査会に予備調査、本調査代その他の事業を専門的に実施するため、

学識経験者から成る調査団をおく。

(調査団顧間、調査団長、冨I団長)

第 12条 調査団に調査団顧間、調査団長、及び副団長をおく。

1.調査団欧間、調査団長は、学識経験者のうちから会長が委嘱する。

2.調査団長は、会長の命をうけ、調査団の業務を総括 し、調査員を指揮、監

督する。

3.副団長は、団長が依嘱し、団長事故あるときは、その職務を代行する。

(調 査 員)

第 13条 調査団に調査員をおく。

1.調査員は、会長が委嘱する。

2.調査員は、上司の命をうけ、調査団の業務に従事する。

第 3章 役 員 会

第 14条 役員会は、顧間、名誉会長、会長、冨I会長、及び理事で構成する。

2.役員会は、本規約に定めるものの他、調査会の事務管理及び執行に関する

基本的な事項を決定する。

(招   集)

第 15条 役員会は、必要な都度会長が招集する。

2.役員の 3分の 1以上から会議の目的である事項を示 して役員会開催の請求

-5-



があつた時は、会長は役員会を招集 しなければならない。

(会議の運営)

第 16条 役員会は在任の役員の 3分の 1以上が出席 しなければ開催できない。

2.前みの場合、当該議事について書面をもつてあらかじめ意志表示 し、あ

るいは、他の役員を代理人として表決を委任 した役員は出席とみなす。

3.会長は役員会の議長 となる。

4.役員会の議事は、特に定める場合を除き、出席役員の過半数の賛成によ

り決定する。

第 4章 事務の管理、執行

(事務の管理、執行の基準)

第 17条 調査会の事務の管理及び執行に当つては、本規約並びに役員会で決

定する基準にしたがつて行なうものとする。

第 5章 規約の変更、解散

(規約の変更)

第 18条 規約の変更は役員会の議決によるものとする。

(解   散)

第 19条 調査会は、第 3条の事業の完遂後、解散する。

付   則

本規約は、昭和 47年 6月 29日 から施行する。

-4-



顧   問

名誉 会 長

中 谷 遺 跡 調 査 会 名 簿

都 留 市 長

都留市教育委員会教育委員長

都留 市教育 委員会 教育 長

都 留市文化 財宗議会 会長

都 留 支 科 大 学 教 授

中 谷 遺 跡 調 査 団 長

都留市教育委員 会教育 委員

//

//

都 留市 文化 財審議 会委 員

//

//

都 留 文 科 大 学 教 授

日 本 考 古 学 協 会 会 員

都留文科大学考古学研究会員

都留市教育委員会 教育 課 長

課長 補 佐

社会教育第一係長

社会教育第一係

富  山

高  部

定  月

羽  田

篠  原

山  本

杉  田

高  橋

木  村

小  俣

河  口

遠  藤

渡  辺

内 藤

兼  松

奥

中  村
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章

栄 市 郎
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長  重

恭  義
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光 太 郎
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博

寿 々雄

会

副 会

副 会

副 会

理
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長

長

長

長

事

″
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ク
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ク
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調査団顧問

調 査 団長

調 査 団員

事 務 局長
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都 留 支 科 大 学 考 古 学 研 究 会

(学年別アイウエオ1贋 )

山 本  正  則

一 之 瀬  寿 美子 い酒  井  由美子・ 田 中 文  江

服  部  弘  栄

泉  恵 子 ‐小 野 淳 子・ 河 合 良 彦

里 村 晃 ― ‐竹 内 清 志 ぃ松 井 仁 姜

石 倉 英 明 ぃ梅 出 朋 子 ‐岡 田 文 江

岡 田 由起 子 ‐片  山 朝  代 ‐斎  藤  敦  子

渋  谷  由美 子 ‐田 村  正  和 ‐宮  前  孝  子

補助調査員 桂高等学校社会部

4年 生

3年 生

2年 生

1年生

3年 生

2年 生

1年 生

大 野 和 男 ‐

小  林  春  美 ‐小  林  由起 子・ 藤  本  真理 子

木  暮  富士 子 ‐新  田

武 藤  尚 子

都留第 1中学校社会部

章 ‐宮 下 昇 三

渡  辺  秀  男 ‐舟 久保  紳 一 ‐藤  江  良 二

福 島 晃 一 ‐井 上

幡 野 忠 一

昇 ‐今 井 修 司
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図版 I  遺跡遠望・地形図



図版 Ⅱ  遺物出土状況
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図版Ⅲ  遺物出土状況
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図版Ⅳ  遺物出土状況 。住居址出土状況
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図版V 出 土 土 器
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図版Ⅵ 出 土 土 器

―-12-―



図版Ⅶ 出 土 土 器
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注口土器片

注口土器片

石

出土上器・ 出土石器

磨  石

図版Ⅶ

-14-



蔭
麟
舞
罐
鱗
簸
諄

図版Ⅷ 出 土 耳 栓
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図版Ⅸ 出土耳栓・ 出土石器
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輔熙攣鞘
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第 1章 遺 跡 の 位 置 お よ び 調 査 の 経 過

第 1節  置跡地の環境

本遺跡は、都留市小形山大原に位置する。富士急線田野倉駅から南西 1助強の

所である。前方は桂川左岸段丘の所謂大原台地で、後方はす ぐ高川山山麓の天狗

山に接 している。高川山に端を発 し、桂川に注 ぐ高川がすぐ前方 を流れ、小さな

渓谷を形作つてお り、大原台地 を一望にのぞむ地点に立地 している。

地元の人は「羊三て薦iラ と称 しているが、今回の発掘で我 々が調査 したのは「

十二天原」のほぼ中Jい地点小形山 1789番 地、標高約 500mの 地域 200平

方 mで ぁる。

調査の経過

中谷遺跡の存在は早 くか ら知 られて、大正年間、附近の小形小学校 々庭拡張の

際竪穴住居址が、叉大野伝兵衛氏の畑からは敷石住居が発見されたと伝えられて

いる。又、 日向房吉氏敷地内に貝′られている石棒破片、磨石、住居址内出上 と想

われる石にて築いた小塚が、部落内に十二ケ所あつたと伝えられている。

地元の小 ,装治氏が、中央道陸橋下の畑か ら土器片、及び美麗な大型分銅型石

斧 (打製石斧)、 定角石斧 (磨製石斧)、 石刀を採取 し、現在都留市で保管 して

いる。

先学仁科義男氏も、その著「甲斐の先史並びに原史時代の調査」に遺跡の存在

を伝 えている。

昭和 39年には中央道建設事前調査 として、立正大学文学部考古学研究室の手

によつて発掘調査が行われ、縄文、弥生両時代にわたる配石遺構の発見が報告さ

れている。 (中央 自動車道大月一富士吉田地内の道路敦地内の報告)

昭和 46年 12月 18日 の調査で、珍 らしい獣面把手が採取 され、附近から石

棒、石皿の破片および磨石 と思われる石器類が多数発見された。

昭和 47年 3月 農道拡巾工事のため、今回発掘地点の東端 を2m× 50m程 肖」

取 された際、多量の上器片 と住居址 2(内 1ケ は敷石住居)が確認 され、採集さ

れた土器片から4ヶ の復元可能土器 を得、その他小型磨製石斧 (定角石斧)1、

石鏃、注 目破片等 を得たので、取 り敢えず附近を実地測量 し、県教委に報告、将

来の発掘に備 えていた処、道路拡巾工事により、自動車の通行が可能 となつたた

め、敷暫力能勢朔 状を変更の予定の由伝聞したのく 市教育委員会は、者p艶聯秩学考
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古学研究会に調査を委嘱、県教育委員会の応援を得て発掘調査―を行うに至つた

ものである。

察        賓奥  隆 行

_/つ
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第 2節  発 掘 調 査 日 誌

昭和 47年 7月 8日  土階日 雲

年前 9時より年後 4時 30分まで各調査員の荷物を宿舎に違び、宿舎の整理

を始める。発掘の現地では、午後 5時 30分よリグリツドを設定 した。年後 9

時からミーテイングを始め、助日からの発掘に備えて綿密な計画をたてる。

A-1.A-3.A-5.A-7を A斑、C-1。 C-3.C-5。 C-7

をC班、E-1.E-3.E-5.E-7を E班 と命名し、A班には、山本正貝と、酒

井由美子 .泉恵子 .岡 田文江 .斎藤敦子 .渋谷由美子 .田村正和 .B班には、

一之瀬寿美子 .服部弘栄 。河合良彦 .竹内清志 .松井仁美 .梅山朋子 .片 山朝

代 。宮前孝子 。C班には、田中支江 .小野淳子 。里村晃― .石倉英引 .岡 田由

紀子をあてた。

7月 9日  日曜日 雲

午前 8時から結団式を行なう。教育長などの挨拶があり、 8時 40分 より作

業を開始する。 12時 30分頃から雨が降 り始めたので作業を中止した。A一

5グ リツドは立木が中央にあり発掘困難のため放置 しておく。A-7グ リツド

は、都留市産業課の指示により、グリツドの変更をやむなくした。A-3グ リ

ツドから石器土器が多数出上。A-1グ リツドは-25翻 、A-3グ リツドは

-38初 、A-7グ リツドは一愛協本日中に掘 り下げる。C-1グ リンドは、

排上の都合のため発掘を遅 らせ、C-3グ リツドは、-40翻 掘 り下げたが攪

乱がひどく遺物は少なかつた。

C-5グ リンドは、-42翻 掘 り下げたところで黒色上になつた。意外に攪

乱をうけていない。表土から-42翻 のところから、復元可能 と思われる土器

片のかたまりが出土 した。C-7グ リツドからは、石鏃、石斧が出土、深さ―

43翻まで上を排除。E-1グ リツドは未掘。E-3グ リツドは-35翻 、E

-5グ リツドは -40翻 、 E-7グ リッドは-36翻 掘 り下 げた。

、 各グリッド共いまだ攪乱層なので注 目す が き遺 物 は ない。 す E-3
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グリツドから土器片多数出土。E-7グ リツドからは、石鏃が数点出土。なお、

年前 9時から、第 2回調査会会合を行なヤ、午後 3時からは、山本寿々雄氏を囲

んで、調査団の ミーテイングを行なつた。

7月 10日  月曜日 雲

午前 8時から作業を開始する。A-1グ リツドよリー 30翻で敲石、-40
翻で大洞 C式 と思われる浅鉢の大きなかけらが出土。また、同じレベルより、

子供の握 りこぶ し大の黒耀石核が出土。-48翻 まで掘 り下げる。A-7グ リ

ツドは、昨日のまま掘 らす。C-3グ リツドは、-48翻 まで掘 り下げる。C
-5グ リツドは、表土よリー 43翻で黒色土層に入つた。昨日出土 した石器の

まわ りから打製石斧などの石器が多数出土。なお、昨日の 1個体分の上器のか

たまりを写真撮影。-47翻 からヒスイ製の玉が出土。上器の出土は、グリツ

ド中最高。C-7グ リツドは-40翻 まで掘 り下げる。E-1グ リツドは、一

46翻で住居址の床面が現われる。床面以外傍乱されているので遺物はきわめ

て少ない。石鏃 2点、打製石斧 1点出土。出土遺物からこの住居址は、古墳時

代のころの物と思われる。E-3グ リツドは、-35翻 、E-5グ リツドは、

-45翻 まで掘 り下げる。E-7グ リツドは、昨日のままである。 12時ごろ

から雨が降 り始めたので作業を中止。作業が大幅に遅れそうである。全員宿舎

に帰つて土器洗いで 1日 過ごす。

7月 11日  火曜日 雨

午前中雨のため午後 1時より作業開始。A-1グ リツドがA-3グ リツドよ

り遅れていたので同じ深さに落とす。A-1グ リツドは、-50翻 まで掘 り下

げたところで、打製石斧、大洞 C式 と思われる大きな土器片が出土した。復元

可能。また磨石とともに黒耀石核 と、それから剣ぎ取 られたと思われる剣片が

9個かたまつて出上 した。そのほか、妬 刀 (先端 と柄が欠損)石匙、分銅型石

斧などが出上した。A-1グ リツドは、-60翻 、A-3グ リツドは、-70
印掘 り下げる。C-3グ リンドから土器片多数出土。C-5グ リンドからは、

-50翻 から-55翻 の間に土器片多量、耳栓や打製石斧も数点出土。C-7
グリツドからは、特に日立つた遺物なし。耳-1グ リツドからは、床百に多数

の上師器、須恵器、磨石を採集。E-5グ リツドからは、-44翻 のところか

ら土器片や石鏃が多数出土。E-7は放置。A・ C‐ E各 グリツドは、ほとん

ど黒色土層にまで至 り、攪乱が黒色土層にまで及んでいることを各班確認 した。
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7月 12日  水曜 日 雨

午前中雨のため、 11時 30分 より作業開始。A-1グ リツドの深さまで、

B-1.B-2.A-3の 各グリツドを掘 り下げる。A-3グ リツドより打製

石斧、鹿角を採取 し、黒色上の落ちこみを発見。A-3グ リツドは、-48翻
B―-1グ リ ツ ドイま、 -33翻 、 B―-2グ リツ ドイま、 ‐-42翻、 A-2グ リツ ド

は、-43翻 まで掘 り下げる。C-2グ リツドは、黒色土まで落とし切れなか

つた。C-3グ リツドは、住居址に近い らしく、遺物の量多大のため、移植ゴ

テで慎重に加 り進む。打製石斧、石匙、磨石などとともに土器片多数出土。 C

-4グ リツドは、-42翻 まで掘 り進んだが攪乱が多大。C-4グ リツドから

は、石鏃、復元可能大の浅鉢片出上。遺物の量多大。E-2グ リツドを-40
翻まで掘 り下げる。E-7グ リツドで、配石を発見。午後 9時からの ミーテイ

ングで、配石のレベルで各グリツドとも掘 り進むことを確認。

7月 13日 木躍日 晴

午前 9時より作業開始。B-3グ リツドを設けて掘 り下げる。A-1グ リツ

ドより耳栓、B-1グ リツドより磨石、B-2グ リツドより磨石、 くほみ石、

石鏃、石皿、土偶片、石錐などが出上。 C-5グ リツドから石鏃、耳栓、石斧

が出土。C-7グ リツドは放置。D-4グ リツドを掘 り始める。打製石斧出土。

E-2グ リツドは、-60翻 まで掘 り下げる。石鏃、打製石斧出土。E-1グ
リツドとE-2グ リツド間のセクシヨンベル トをはずす。

7月 14日 金曜日 晴

午前 9時 20分より作業開始。B-1グ リツドから、完型の土器出上。文様

はなし。C-5グ リツドから、 くばみ石、石鏃、磨石、が出上。C班は、 Cグ

リツドの平板測量にはいる。

7月 15日  土曜日 豪雨

台風 6号の影響で作業出来す。

7月 16日  日曜日 雲

本日から班編成を解散 し、各グリツドを集中的に調査する。 C-1.C-2
C-4.C-6.B-4.B-5.B-6。 D-5。 D-6を 各々配石のレベ

ルまで掘 り下げる。D-6グ リツドから、完形土器が、土圧で押しつぶされた

形で出土。D-5グ リツドから、石鏃、磨石、打製石斧、B-5グ リツドからは

は、土偶の頭部がそれぞれ出上。

-24-



7月 17日 月躍 日 雨

C-5グ リツドの配石を平板測量し、A-1.B-2.B-3.A-2の 各

グリツドを掘 り下げる。A-3グ リツドから定角石器、軽石製品が、A-5グ
リツドから土器片のかたまりが出土。また、各グリツド黒濯石製石鏃が多数出

土。 都 留市教育 委 員 5名現地視察に見える。

7月 18日  火曜日 晴             十

C-5グ リツドの配石を平板測量した後、配石の下を掘 り進む。配石下.よ り

長径 5m、 短径 3mの焼上の楕円の広がりを発見。焼土中より、炭化物、土器

片、石鏃、骨片などが多数出土。A-1.B-1.B-2.A-2.B-3各
グリツドの配石を平板測量。またそれらのグリツドから、耳栓 2、 土器片のか

たまり3、 完形土器 1、 土偶の腕の部分と足の部分、磨石、打製石斧、くばみ

石、石鏃などが出上。

7月 19日  水躍日 晴

午前 9時 30分 より作業開始。B-4`C-4.C-5。 C-6の 各グリツ

ドを焼土面まで掘 り下げる。B-7グ リツドから完形上器出土。A-3.B一
3グ リツドの配石を平板測量。立正大学大学院生、小林広和氏がみえ、遺跡に

ついて話合う。
マ

7月 20日  木曜日 晴

午前 9時 30分 より作業開始。C-5グ リツドを中心 とした各グリツドを掘

り下げる。焼土を残 し、周囲の黒色上を掘 り進める。焼土中の遺物のポイント

を平板におとす。C-1.C-2グ リツドの配石を平板測量。A-3グ リツド

の火山灰層を掘 り下げる。A-3グ リツドより敷石住居址発見。炉址のまわ り

のみ敷石。立ち上がりを追 う。A-4グ リツドにも敷石がかかつているので、

A-4グ リツドを掘 り下げる。定角石器出土。表土よリー 80翻のレベルで広

げる。炉址の大きさは、南北に 67翻、東西に 62翻の方形で、敷石の範囲は、

長径 135翻、短径 95翻の楕円形である。武蔵野郷土館主事吉田格氏の来訪

をうける。

7月 21日  金躍日 晴

午前 9時より作業開始。C-5グ リンドを中心とした配石の下の焼土下から

敷石を発見。上層の配石に使つたためか、敷石が411当 破壊されている。焼上下

に火山灰層が現われる。敷石を平板測量 し、微細図をとる。Eの グリツドは配
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石下より耳栓 3、 磨石 2、 石鏃 6、 定角石器 と、打製石斧 1出土。

7月 22日 土曜 日 雨

雨のため年前 10時より作業開始。 11時に雨のため中止。年後 1時 30分
に山本寿々雄氏と共に雨の中を現地におもむき、配石と敷石住居に関する問題

を追求。国学院大学生が来訪。UHFテ レビ山梨が取材に来る。

7月 23日  日曜日 雨

雨で作業がほとんど出来ず。 C-2で 黒躍石が 48個かたまつて出上。

7月 24日  月曜日 雨

宿舎をひきはらい、剪日から通いで発掘調査を行 うことになつた。作業はな

し。

7月 25日  火曜日 晴

今 日から各調査員は、通いで行 うため、午前 10時作業開始。午前中埋め戻

しやグリツドの中の水汲みなどの作業を行う。ぬかるみのため、配石には手が

つけられず。午後 1時より作業開始。B-2グ リツドから両腕を欠いた土偶が

出土。上半身に朱塗。南に頭を向け、顔は西に向く。上偶 とその周囲の石組み

を微細図に取る。

7月 26日 水階日 雲

年前 9時 30分作業開始。A-1グ リツド石組みの微細図をとる。 C-5グ
リツドより玉と磨製石斧出上。午後に朝日新聞社の取材をうける。

7月 27日  木曜日 雲

午前 9時 30分作業開始。Aグ リツド出土遺物を平板に記入。A-3.A―
4グ リツドのセクシヨンを方眼紙にとる。c-5を 中心 とする焼土群を掘 り下

げる。A-5.B-6グ リツドの配石を微細図にとる。焼土群下に住居址を発

見。柱穴 4個確認。立ちあがり約 20翻、中央に炉址らしき焼土あり、炉址に

石囲いなし。上層に存在する敷石住居址又は配石に使うために抜き取 られたの

かもしれない。D-5グ リツドより耳栓 2、 玉 と、A-3グ リツドより耳栓 と、

石鏃 1、 B-2グ リツドより上偶の足 とが出土。

7月 28日  金躍日 晴

午前 10時作業開始。昨日発見された住居址の平板測量。埋め戻し作業。

7月 29日  土躍 日 晴

地元の人々の協力により埋め戻 し終了。
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7月 30日  日曜 日 雨

休み

7月 31日  月曜 日 晴

現1地の機材のかたづけを午前中に行い、発掘はすべて終了。 (竹 内清志)
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第 2章

第 1節

調 査 の 概 要

層序 と遺構

Φ Oo0000000o0 00000000000‐

__表 土

_黒 色土
(ス コリア点存)

一 配石遺構

エー火山砂礫

′/方形住居l■

/穏靴 )

一―火山砂礫

敷石遺構 、＼

第 2図 層 位 模 式 図

本遺跡は、富士火山活動の影響による層が見られ、この事においては近辺の

遺跡 と変わらない。第 2図は、本遺跡における層位の模式区で、まず遺構との

関連では、配石遺構が黒色土 (ス コリア点存)層 中で、敷石及び方形住居址が

黒裾色土 (ス コリア点存)層 を掘 り込んで造 られ、敷石の上に火山砂礫が約 15

翻、方形住居址の上に焼上が 5～ X渤、その上に火山砂課が約 1翻堆積 してい

た。

各層から出上した遺物の時代は、黒色土層、上部は、安行Ⅲ b,c式相当、黒

色土層中部は、安行Ⅲ a式相当、砂礫層下部 と は、安行 I・ 1式相当、敷石、

方形住居址からは、加曽利B式相当、黒裾色土層の下の火山砂礫からは、加曽利

E式相当の土器が出上 した。

中谷追跡において見い出された各層は、火山活動による堆積 と考えられるが、

この附近での火山は、富士山しかなく、おそらくこれらの各層は、富士火曲活

動によるものと考えられる。黒色土及び黒褐色上にはスコリアを含み、火山砂

礫は見ただけで明らかである。これは、富士山が常時活動していたことを表わ
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している。このうち、縄文時代についての火山砂礫は、今ま嘲こ都留市住吉遺跡

同市美通遺跡において加曽利EI式に相当する時却の物が確認されているが、
このことは、中谷遺跡においても、下部の火山砂礫層が前述 した遺跡の火山砂

礫 と同じ時期のものであることを確認 した。次に敷石遺構及び方形住居址の直
上にあつた火山砂礫層は、他の面で、ほとんど見当らなかつたが、敷石の上に

5～ 15翻、方形住居址の上部に 1翻堆積 していたことは、一度下降 した火山砂

礫がある程度二次堆積 したことを意味しているが、富士火山活動による火山砂

礫の降下 した時期は、方形住居址が使用されなくなつた後敷石遺構の使用中又

は、使用されなくなつた後で、時代としては、編文時代後却から晩期 (煎 曽利

B～安行Ⅲ a)式に相当する時期である。

今回の発掘調査において安行Ⅲ a式相当の時期に、火山砂礫を伴なう富士火

山活動が有つたことを確認 したが、今後富士山周辺を発掘調査する事により、

新 しく富士山の火山活動と遺跡 との関係、つまり、活動時期を明らかにするこ

とが出来るように、遺跡発掘の上で注意する必要を認めた。

山梨県遺跡調査団幹事 森本圭一

第 2節  遺  構

中谷遺跡の発掘調査において、我々が確認できたのは、表上下黒色土層中に

配石遺構が、又黒裾色土層を掘 り込んで、敷石及び方形住居址が出土 したこと

である。

配石遺構

表上下約 50～ 70翻のところに、約 10～20伽大の石の配列を認めた。そして、

石は北から南の方向へ開いていくような形で配列しており、土器片の出土は石

の分布状態に比例 していた。また、第3図のような磨石と思われるものが、石

のわくをほどこした石皿の上におかれた状態で出土したことや、配石遺構内か

らの土偶部片の出上が多く、後述するが、特に河原石が精円形状に配置された

石組みの中央部から、頭部を南に、また、顔面を上にし、やや斜めの状態で、

両腕の欠損 した土偶が出上 したことは、配石遺構というものの性格の一端をう

かがい知 らせるものであろうと考える。

敷石遺構

表上下 75初のところに、中央に炉址のある敷石が見つかつた。炉は、直径

40翻あり、その周辺にだけ石を敷きつめてある。敷石は、炉の中心から半径

-29-



約 50翻の円形状の拡がりをもつていた。炉の中には、焼上の堆積が約 20翻認

められ、焼土中には動物の骨片が少量含まれていた。また焼上の下層には、粘

土状の灰の堆積が認められた。

住居址

表上下約 85翻のところ (敷石と同じ 層位 )か ら、厚さ約 15翻内外の焼土

におおわれた住居址が出土した。住居址は、黒色土中に構築されたもので、上

部の焼上が住居址発見の手がかりとなつた。大ききは、北西 4m70翻 X北東 4m
60翻の方形プランであり、立ち上がりは約 20翻確認できた。そ して、住居址中

央よりやや南よりに、南北の方向に直径 1ム 東西の方向に短径 70翻 の焼上が確

認された。これは石囲いのない炉であろうと見なされる。焼土は、床面から約15

初落ちこんでいる。そして、焼土中からは、獣骨の破片、鹿の角そして、木炭が

多量に出上 し、その中でも、住居址の柱 として使用されたのではないかと思われ

る直径約 20翻で、長さ約2m又は約60翻の木炭が出土し、その木炭は、都留文科

大学自然科学教室の篠原博教授 (檸物学)に よつて、とみ又はらかの木であると

確認されたことは注 目される。方形プランの四隅からは、それぞれ直径 30a赫の

柱穴が確認された。また、この住居址の南西にある石組みは、敷石と何らかの関

係があるのではないかと思われる。
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第 3図 配石遺構の一部拡大図
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第 3章  出 土 遺 物

第 1節  土  器

今回の中谷遺跡発掘調査では、縛文時代後期から晩却にかけての遺物が多数検

出されたが、その多くは、表土からのものであり、一部には、工字文を持つもの

(第 1類)も 発見されている。 したがつて、縄文時代の終末期のものもあり、こ

れらの上器の説明によつて、この時期の様相の一端がうかがえよう。

第4.5.6図  実測土器解説

質 色 支 様 な ど 出+地点

A 粗製 黒裾色 口縁附近に、二条の隆起文を有する。 配石遺構

B 粗 製 褐～黒褐色 無 文 配石遺構

C 粗製 褐  色 無 文
底部に網代を有する

方形住居
址焼土中

D 粗 製 褐  色 無  支 配石遺構

E 粗 製 黒裾色 無 文
口縁附近に穴が一つ有り、日縁内側に
一条の沈線を有する。

配石遺構

F 粗製 黒裾色 無 文
口縁内側に二条の沈線を有する。

配石遺構

G 粗 裾 褐  色 沈線による変形 した入組文を有し、 日
縁部には 5つの把手を有する。 配石遺構

H 精製 黒～黒裾色 二条の磨消縄文帯を有し、口縁部に
2対の把手を有する。 配石遺構

I 精製 黒～黒裾色 口縁部に、は りこぶ装飾が認められ、
いわゆる亀ケ岡系の文様を有する。

配石遺構
上  部

粗製 黒裾色 口縁附近に 4つのこぶを有し、へらに
よる斜線で文様を形成 している。

配石遺構
直  下

K 粗製 裾  色 無 文 配石遺構
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I.第 2層の上器

即 ち、第 2類 と第 3類がこれにあたる。第 2類の 4.6は 、いわめる雷文

と呼ばれるものであ り、この文様を持つ土器の器形 としては、深鉢が多い。

第 2類は、安行Ⅲ Cに比定される。

第 3類 の9は、亀ケ岡式の系統をひくものと思われる。焼成は良好で、光

沢があり、色は黒褐色を呈する。 12も一応 9と 同じ系統であるが、色は黄
褐色を呈する。 20は、いわゆる羊歯状文の典型的なものであり、典型的な

ものは、この上器片だけである。 19と 21は、同一個体であると思われる。
その他の土器片は、ほとんど精製土器であり、光沢もある。器厚は、 12.
20.21は 薄 く、 2～ 4伽、その他はだいたい 5～ 8伽である。第 3類は、

安行皿 bに比定される。

I.配石遺構出上の上器

配石遺構は、黒色土中 (第 2層)の下部に位置 し、出土した土器.は 第 4類
である。ほとんどすべてのものが入組文であり、大形の上器が多い。また、

大形の土器片の日縁部分に朱が塗つてあるものが日につく。器形は、深鉢 .

浅鉢 。わん形 .台付土器などが目立つている。すべて焼成は良く、裾色又は

黒褐色を呈する。第 4類は、安行maに比定される心

Ⅲ.配石遺構下出上の上器

これらの土器は、配石遺構下から発見されたものである。第 5類の 49は、

入組文の変形 としてとらえたが、第 4類に入るかも知れない。第 5類は、安

行 Iに比定される。第 6類の上器片は、 53を除いて は厚 く、 粗製の土

器片が多い。ほとんどが黄裾色を呈する。

Ⅳ.敷石面出上の上器

第7類がこれに相当する。完形品どころか、大きな土器片の出土も無かつ

た。 58の ような磨消縄文を用いてあるものが多かつた。配石遺構出上の土

器より厚く、光沢のある物も少ない。この遺構は、加曽利B期に相当するも
の と思われる。

▼.焼土中および方形住居址出上の土器

第 8類がこれに相当する。土器の文様は、だいたいにおいて第7類に似て
いる。出土遺物の過半数が、磨消縄文である。上器は厚く、大形を呈するも
のが多い。

この住居址も、上記の敷石遺構と同期のものであると思われる。
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I

第 5図 土 器 実 測 図 (2)

第 6図 土器実測図 (3)客、レ ;
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第21図 土偶Ⅱ周辺出上の上器拓影
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第 2節 土 製 品
土偶

中谷遺跡から出上 した土偶は、全部で 8点あり、完摯 1。 繭ヨI片 2。 腰部 l・

脚部 4である。完型土偶は、高さ23翻巾 12翻のもので、両腕が欠けていた。
これは最初から故意に欠かれていたものと思われる。出土状況については、第
22図にあるように精円形に並べられた配石の中央部より、頭部を南に顔画を,i

上にし、やや斜めの状態で埋没されていた。及はハー ト形を呈しており、日を
中心に耳の付根までV字形の入墨を粘土の隆起で表現 してあり、眉や目なども
付いていたと思われるが、残念ながらその破片は発見できなかつた。脚部を除
いた全身に朱がほどこさ淑フてぁり、背面には入墨だと考えられ′る4つの瘤状突
起が横に並んでいる。付近から発見された、周囲に刺突文の文様のある耳栓と
同一のものを着装 していることは、まことに興味深く日本の縄支人の衣生活の
一部をうかがい知ることができる貴重な資料となるであろう。この上偶1窮鵜篤から
安行Ⅲ a式の上器に併行するものと推定できる。焼成は良く、朱のついていな
い部分は黄鵜色を呈する。

頭部片のものは山形土偶であり、第 23図にもあるように土偶の耳部の正面
と裏面から粘土をつけてお り、耳栓の挿入方法を知る良い資料であると思う。
焼成は良好で眉部と鼻部が強調されているが、 日は小さく目は強調されていな
い点では前述の完型土偶と似ている。黒裾色を呈する。また耳栓にだけ朱を塗
つた跡があるのは興味深い。第 24図の腰部片は遮光器土偶の物と見 られ第 24

図の頭部片も同じ系統の物 と思われ、東北文化の流入が土器だけでなく土偶の
上にもうかがえる。

耳栓

耳栓の出土は 20点に及び、土偶 と同じくほとんど配石遺構から出土 してい
る。そのうち完型は 15点である。耳栓とは耳飾 りの一種であり、耳たぶにあ
けた孔に挿入 して着装するもので栓状耳飾 りともいう。中谷遺跡のものはポタ
ン状のものやそれに刺突の文様がほどこされたもの、透彫などの美麗な支様の
ほどこされたものが見られる。耳栓それ自体での時代判別は無理であるが、配
石遺構からの出土が多いので安行Ⅱに伴 うものと思われる。
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第 3節 石 製 品

I 石鏃

中谷遺跡で打製石鏃は、 99個発見されており、敷石で 4個 (第 26図14.

16.17.10、 住居址で 5個 (第 26図20.22.23.24.25。 )、 発見された以

外みな配石面で発見された。 99伯のうち、チヤー ト袈が 11個で、残 り全

部が黒燿石製である。また、石製の形態について述べてみると、有茎が8個

のみで、無茎 と有茎との比が約 9:1と なり、有茎の少なさが目立つ。また、

醜石遺構からの黒llk石 の出上がおびただしいことは、石鏃の多量の出土を物

語るものである。

工 石錐

石錐は、 1点だけ出上しており (第 27図 3つ 石質はチヤート質で、また、

第27図 28 も石錐かと思われる。

皿 石匙

石匙は、 2個検出された。いずれも粗製で前者 (第 27図 3の は、石英質

であり、後者 (第 30図 100は、粘板岩である。

W 磨製石斧
完形のものは、 1個 (第 31図 1)だけで、あとは残欠で 5個数えられる。

総てが、いわゆる定角式である。

V 打製石斧

打製石斧は、完形、残欠合わせて 30個数えられる。そのうち、分銅形が

5個で、あとはほとんど、撥形である。分銅形は 5伯のうち、 4佃 (第 32
図 5。 7)が頁岩で、残 りの 1個は泥板岩 (第 32図 6)である。また、撥形

は、粘板岩 と泥板岩である。

Ⅵ 凹石

全部で 5個発見されている。すべて安山岩を用い、 2個 (第 36図 23.27)

は、両面に凹みを敲打によつて作り出している。

Ⅶ 磨石

全部で 31個発見されている。ほとんどは破質砂岩と安山岩であり、極く

少数の花闘岩も含まれている。

Ⅷ 石錘

191」のみ出上 した。石質は粘板岩である。両端に著 しい打痕があり、いか

にも紐をかけるように濤 を刻んである。

X石 刀                            ィ
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先端部 と基部を久損 している。石質は、緑泥片岩である。

X 異形石器 ?

1個出上しており、石質は、砂岩である。

4 玉類

軽石製 (第 38図)を除いて、すべてヒスイ製である。有孔の物が 3例あ

り、 ヒスイ製のものは、緑色と暗緑色を畢する。ヒスイ製玉の長径は、小さ

な物から、 1翻 。1.5初 .3.2翻である。

�  石刀様石器

2個出上 しており、砂岩質であり、全面が磨かれており、中央がくばんで

いる。色は黄裾色 と黒掘色を呈する。

自 然 遺 物

自然遺物 としては、配石遺構および下層の住居址より出上した多数の獣骨が

ある。その分布は、遺跡全体におよび、特に焼土中より良好な状態で出上した。

出土獣骨の中には、鹿角が存在していたが、人工的な加工の痕跡は、認められ

なかつた。

なお、出土 した獣骨は、都留文科大学教授 .篠原博氏を通じて、目立科学博

物館に調査を依頼 したところ、すべて熱を加えた痕跡のみ られる鹿骨であるこ

とが確認された。
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第32図 石器実測図 (1)(打]陛:斧 )
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(20,21は石刃様石器、22棒状石斧、23凹石 )
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第36図 石 器 実 測
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第38図 石製品実測図  (玉類) ≒ 鶏⊆義
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第41図 配石遺構下出土・敷石・方形住居址
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出土遺物についての 2～ 3の 考察

一土偶、石刀、有孔石斧形玉器外―

土偶 I

組石付近の包含層から無意識に放棄された状態から出上 したものである。頭

部が三角形であるところから山形土偶と呼ばれているものの中に入れて考えら

れるもので、鼻の両側に粘上の細い隆起を交わさせ 目を表現している。

両耳の位置に隆起を表現 しているが、これをよく観察すると、耳栓を施して

いることがわかる (貫通)

この種の分布は関東地方平野部の加曽利B式土器を出土する地域からの発見

がよく知 られていて、茨城県利根町の立木貝塚からは、多量に発見されている。

土偶 I
この上偶は自然石を略々精円形に配 した中から足を北側に頭部は南で顔は西

向きの状態で発見されている。顔面がハー ト形をしている類の中に含められる

もので、顔面中目 .鼻は強調されずに口元も小さくて可愛らしい感 じであるが、

その反面、両側につけた耳栓 2ケ と蘇 と考えられる粘上の隆起線で強調されて

いる。乳房もあるが、日.鼻 と同様である。両腕は欠損するが両脚は完存する。

背面部には 4ケ のボタン状隆帯を付 し刺突されている。文様 は入組文をつけて

いるが下部には施文 していない。

全体的にみると彼の上偶中の傑作だと称されているハー ト形土偶 ① (群馬

県吾妻町郷原遺跡出土)のそれが、細い胴から誇張した脚部を有 し安定感を増

=し
ているのに比らべ上半身、特に顔面装飾に重点がおかれているのに気付く。

さて、いれずみについて整理 してみると、縄文時代の身体装飾としての、いれ

ずみ (刺青 。鯨 .文身 .入墨)についてはすでに明治の後半に ② 大野雲外

氏とこよる論文力Чまじめで 以後多くの先学によつて論議されてきたところであるが、

いれずみ土偶として芹沢長介氏の、 ④ に引用されている。茨城県立木貝塚出

上のものや、ひげ土偶としての青森県平貝塚のものが刺突のものであり ④

江坂輝弥氏の縄文時代中期～晩期の上偶に見られる顔画刺青 と思われるもので

引用 してい る各種土偶も刺突、あるいは沈線であるのに対 して、粘上による隆

線で、より強調 している点は特異である。

しかもこれ程明瞭に力強く表現 していることは、かつて ⑤ 鳥居竜蔵博士

が報告されている台湾点面蕃女機織の図に見出せる汲面のものや、宮内悦蔵氏

の報ずる所謂台湾番族の身体変工に見られるタイヤル族の文身のものをよく表

わしているものと考えてよいだろう。

ここでこそ、わが国 3世紀ごろの風俗を伝えていると思われる晋の陳寿の三
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国志の中の、魏書巻 30の東夷伝、倭人の条の「男子は大小なく、皆面を蘇に

し、身を文にしている」「今倭の水人は沈没を好くして魚蛤を捕 え、身を文にし、

大魚、水禽を厭 している」にあわせ見るものがあるだろうし、周辺諸島の風俗

についても他の身体変工と共に検討の余地はあるのではないだろうか。

この点すでに ⑥ 江坂輝弥氏もふれているように「わが国周辺の太平洋西

部の各地域 を見渡すと、刺青の風智のある民族が、各地に散在する。

印度支那の安南山脈の山中で生活するカー族、フイリツ
ごぎ9才 ソン

民北部

低層争する
ま

リンガ族、イゴロツト族、海南島に居住する白沙明黎族、修撫

美◆黎族、岐族、台湾に居住するタイヤル族、北海道のアイヌなどに刺青が見

られる」としている点であり、今回の上偶がより南島諸島に対 して巨視的な視

野から考察される分野を示 した例になるのであろう。中国の古文献に記された

3世紀ごろのわが国の一部の地方の刺青の風習を伝えた前記の記事が、おそら

く3世紀以前の縄文時代からのものであるであろうことは疑のないこととして

よいであろう。今年中国、湖南省長沙市郊外の馬王堆で発見された、初代軟候

の妻とみられる遺体の良好な保存状態を縄文人に期待することは出来ない相談

であつてみれ′ばこの種の上偶顔面はその好例として受けとめてよいだろう。最

後に注意したいものに、背面部に見 られる 4ケ のボタン状降帯がある。これも

特異な例としてあげ
｀
ておきたい。もし予察が許されるとしたら一種の文身とし

てみたい。背面にある文身の例の報告は稀少であるが、かつて ⑦ 長谷部言

人博士の報ずる、マーシヤル人の文身中、女子が両肩を超えてその前後にする

『 矢状帯 』を略 したものにはならないだろうか。

とにかくこの上偶 Iの出現によつて今後の論議のかてとしたい

土偶Ⅲ (脚部破片外一括)

土偶 I及び Iを除いて殆んどが脚部、胸部等の破片であるが、すべて組石付

近の包含層からである。

註

有髯土偶について

群馬県郷原出土土偶について

石器時代の日本 P144-145

上   偶  P甑
江頭映土俗調査

前掲書 ③ と同 じ

① 大 野 雲 外

② 山 崎 義 男

③ 芹 沢 長 介

④ 江 坂 輝 弥

⑤ 鳥 居 竜 蔵

⑥ 江 坂 輝 弥

⑦ 長谷部 言 人

人類学雑誌 27の1 明 44

考古学雑誌 3903 1954
1960

東京帝国大学   明 35
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石刀

摩石刀の破損品である。柄の部分 と先端の部分 を欠いている。 1方の側縁に
刀部を模 しているため断面はクサビ形である。

全体の形では内反りかどうかは明確にしがたいが、ゅるやかなカーブやゃ内
反 りのようである。

丹念に磨かれているが切れるというものではなく、加支はないように思われ
る。石質は緑泥片岩である。

有孔石斧形玉器

出土例の稀れなこの種のものは外来のものと直拶結ぶことはさけながらも、
例 えば中国史前の有孔石斧とその形が似ていて不離な立場に立つて考えてみな
ければならないであろうことを今更強く思い知るのである。
即ち痛平な磨製石斧の中央やや上部に円孔を穿つたものである。硬玉製のも

のが ① 栃木県や外で古くより発男されているが、今回のものは、軽石製で
ある。他の定角石斧玉と同じ類のものとして使用されたとみるべきだが 特異な
例であろう。不勉強で大陸側の多くの近似例をあげ得ないが、強いてこの扁平
な有孔石斧の形を外に求めるものとすれば、中国の長江下流の南京市北陰陽営
の遺跡のものがあげられよう。即ち北陰陽営下層 (竜 山文化B C 1550)同 上層
(殷 B C 1050)と 長江下流地域の新石器時代の編年が注 目されるところであ
り、② 南京博物院によるこの静京市北陰陽営の第一、二次的発掘の挿図八に
よる痛平帯孔式石斧にその近似が求められようかと考えるが古 く我国でも前述
の栃木県の外石川県の ③ 珠洲郡山伏山下発見の石斧 (須藤求馬氏蔵)が有
孔であり上部の片寄つた位置に孔を有するもので、京都帝国大学支学部陳列館
考古図録に所収されているのがあげられることも注意 しておきたい。

なお、④「樺太の遺物」所収のP L 35ス スヤ貝塚出土の短冊形をした有孔石
器も山伏山のものと同類ではないだろうか。江坂輝弥氏が ⑤ 所収 している
硬玉製大珠の中において、従来の分類に従い鯉節型 と緒締型の二大別にし、い
づれに属さない特殊なものは形を記載 し、不整形のものは不整形 として扱つた
表に、栃木県那須郡湯津上村大字湯津上出土のものを定角式玉斧としてこの範
疇に入れており、その後 ⑥ 日本原始美術の上偶、装身器の中での解説にお
いても 「定角磨製石斧状のもので、玉斧とも称すべきもの。」としている点
においてである。

⑦ 梅原末治博士が「かぇって閑却されている所謂大珠そのものの再検討、
殊に造玉の技術の面での考察」を指摘 し、い くつかの例を再検討 し「魚形品と
み とめられるもの一一方形をしたものなどそれである。 しかし是等はその形よ
り判じて固より別個な玉器として検討さる可きである。特に東京都国分寺の多
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喜窪住居址 (所謂加曽利E式)で吉田格氏の拾得した長さ10.5翻の長手の破

片の如きは復元すると第 178図の 3の ような中膨れのした両刃の短冊形石斧

であつて、その上辺に鮮鋭な円孔が穿たれている。」及び他の指摘の中のもの

を合せて、「中国の史前有孔石斧になろうた、この国上での史前の時代の別な

玉製品の一類と言うべきであろう。」と見解をのべられているのであるが、こ

の中谷配石遺構出上の一括玉類もそのような意味の下で理解すべきものではな

いだろうか。 (山本寿々雄)

①

②

③

④

⑤

④

⑦

東京国立博物館

南 京 博 物 院

京 都 帝 国大 学

日大 文 理 学 部

江 坂 輝 弥

同

梅 原 末 治

註

収蔵品 目録 P27
南京市北陰陽営
第一。第二次的発掘
文学部陳列館考古図録
第 4図版 9

樺太の遺物

所謂優玉大珠について

日本原始美術 2P186

考 古学報 1

(中 国科学の

銅鐸 13号

1956

1958
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1966

1957

1964

1971日本古玉器雑放 P3襲
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鯉 支 時 代 の 配 石 遺 構  一地名表と文献目録一

作成者 杉 山 博 久

以下に掲げる地名表および文献目録は、 1971年 8月 13日 までに収集 し得た範囲内で作成 したものである。なお多くの脱漏があると思うが、その分については、先学諸兄の御教示を得て、漸次追加してゆきたいと思つている。
御教示を願いたい。また、調査者が複数であるような場合は、主としてそのなかの 1名 の名を記すにと めゞた。シンポジユームを前に、 8月 13日 に、急返作成したものであるため、印刷等の粗雑なことは御寛容下さるようお願い
したい。

文献目録のうち、『 考雑 』は『 考古学雑誌』、『 人類』は『 人類学雑誌』、『 民族』は『 民族学雑誌』『 ジヤーナル』は『 考古学ジヤーナル』、『 年報』は『 日本考古学年報』、『 発表要旨』は『 日本考古学協会研究発表要旨』

『 北奥』は『 北奥古代文化』、『 大湯 』は『 大湯町環状列石』をそれぞれ意味する。

焔 遺 跡 名 所 在 地 時期 調査年度 調  査  落 名献文考参

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12
13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

円

江

朱

立
日

地 鎮 山

三 笠 山

大   川

西 崎 山

曾 我 北 栄

ホロケ墳墓

御 殿 山

緑 ケ 丘

富 仁 家

台滝

山勝

平

地

平

梨

都

士
Ｔ

稲

高

十 腰 内

四 ツ 石

酪 農 5号
山 野 峠

野 辺 地

梨 木 平

槻 木 沢

酪農 12号

脇 野 沢

吹 切 沢

小森山 (東

″ (西

天 狗 平

師薬

北海道斜里郡斜里町朱円

″ 小樽市忍路町

″    ″    ″

″ 深川市音江

″ 余市郡余市町

″    ″    ″

″ 虻田郡狩太町曾我

″  ″  ″ 上滝台

″ 三石郡三莉

″ 静内郡静内町

″ 新冠郡新冠町

″ 沙流郡門別町

青森県弘前市大森

″  ″ 十腰内

″ 青森市四ツ石

″ むつ市酪農 5号

″ 青森市久栗坂

″ 上北郡野辺地

″  ″ 七戸町倉島

″  ″  ″ 西野

″  ″  ″ 野左掛

″ 下北郡東通村尻屋

″  ″ 川内村

″  ″ 田名部町

″    ″    ″

″  ″ 脇野沢村

″  ″ 東通村野牛

″ 中津軽郡岩木町

″    ″      ″

″    ″      ″

″ 南津軽郡浪岡町

晩

?

後

晩

後

″

?

後・晩

晩

後

晩 続縄

晩

後

″

″

″

″

″

″

″

″

″

?

後

日lj

早

晩

後

前

後

昭和

駒

昭和 31
″ 33
″ 25。 27・38

″ 26
″  ″

″ 34
″ 37
″ 35。 37・ 38

″ 35
″ 34
″ 35
″ 39
″ 45
″ 41

″ 26

″ 27
″ 29
″ 27
″  ″

″ 43
″ 25
″ 34
″  ″

″ 33

道

愛

広

和

野

井

河

駒

駒 井

名 取 武 光

駒 井・峰山厳

駒 井

藤 本 英 夫

江 上 波 夫

愛 下   淳

大 場 利 夫

村 越   潔

今 井 富士夫

小 野 忠 明

橘   善 光

江 坂 輝 弥

広

治

広

信

券

信

本

田

本

坂

松

成

松

江

一
一
子

全

則

島

浜

　

坂

井

越

中

梨

橘

江

今

村

″

″

笠 井 新 也

駒井『 音江』(1959)
″    ″       ″

″  ″′  ″   。
『 年報 』(9)駒井報文

名取・峰山『 大川遺跡』(1961)・ 『 年報』(1ユ )・ 名取報文

『 西崎山』(1965)。 『 年報 』(16)・ 峰山報文・駒井『 音江』

駒井『 音江 』

″    ″

『 年報 』(12)・ 藤本報支

″  (15) ″  ・藤本英夫『 御殿山ケールソ群墳墓遺跡について』(『 民族』20巻 1号 1961)
『 年報』(13・ 15・ 16)・ 斉藤武―・藤本英夫・愛下各報文

″  (13)。 扇谷昌康報文・扇谷『 門別町 トニカ遺跡調査概報』(『 日高地方史研究』1961)
『 年報』(12・ 14)・村越報文・『 岩木山』(1968)。『 岩木山麓古代遺跡 (1959)。 村魃『 大森勝山遺跡環状列石』(『北奥』3号1971)
『 岩木山』

『 年報』(17)。 小野報文

橘『 田名部酪農 5号配石遺構調査概報 』(『 北奥』3号 )

江坂『 青森市久栗坂山野峠遺跡』 (『ジヤーナ′咽 10号・ 1967)
『 大湯』

″

″

″

″   『 年報』(7・ 8)・ 清水潤三 。江坂各報文

″    ″  (5)。 江坂報文

″

″

『 年報 』(3)。 江坂報文

『 岩木山』

″  『 岩木山麓古代遺跡』(1959)。 『 年報 』(12)・ 村越報文

″       ″           ″  (11) ″

笠井『 陸奥国発見の石器時代の墳墓に就いて』 (『 考雑』9巻 2号・ 1918)・ 『 大湯』
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肱  遺 跡 名 所  在  地 時期 調査年度 調 査 者 名献文考参

32 ヤブシ長根

33大 曲 1号
34 ″ 3号
35 大平野 Ⅱ号

26在 家 平

37上 栃 棚

38館 石 野

39   石

40 雨   滝

41 沢 内 村

42 樺   山

43 堀   野

44 田   屋

45宮 沢 原

46 太田オミ坂

47 細浦 貝 塚

48囲 の 内

49石 倉 岳

50矢 石 館

51 玉   内

52味 IIg内

53 上   全

54 大   全

55宝 竜 台

56 小   松

57長 戸 呂

58 白   沢

59 杉   沢

60 大   湯

61黒 森 山

62 根 羽 子 沢

63 大   沢

64 袖   野

65 笹   倉

66 黒   倉

67雲 穣 野

68 萩 ノ 台

69 落   合

″

″

″

″

″

″

″

〃

″

″

″

″

″

″

″

〃

″

″

″

青森県西津軽郡森田村

″  ″  鰺ケ沢村

″    ″      ″

″    ″      〃

″ 三戸郡田子町関

″  ″ 新郷村

岩手県下閉伊郡田野畑村

″ 岩手郡松尾村

″ 二戸郡金田一村

″ 和賀郡沢内村

″ 江刺郡稲瀬村

″ 二戸郡福岡町

″ 紫波郡石驀谷町

″ 胆波郡胆沢町

″ 盛岡市太田

″ 大船渡市

秋田県北秋田郡鷹巣町

″    ″     ″

″  ″  早国町

″  八幡平村

″  比内町

″  阿仁町

″  田代町

雄勝郡稲川町

″ 羽後町

″    〃

″ 皆瀬町

鹿角郡小坂町

″ 十和田町

平鹿郡雄物川町

″   〃 ″

仙北郡西木村

″ 神岡町

″ 神代村

〃 千野村

″ 角館町

″ 神岡町

後

後

中

後

晩

後

?

中～後

後

中～後

?

後

″

″

晩

後

中

EU

中

後

″

″

中

中～後

中

晩

39

38

33
″

28

昭和 27
″

″

″ 35
″ 37

″ 27
″  ″

″ 33
″ 34
″ 26。 27

″ 37・38'39

″

″

″

″

″

″

″ 29
″  38

〃 41
″ 27

″ 30
″  ″

″ 26
″ 28・ 29

″ 27
″  〃

40

西 村 正 衛

村 越

″

田 村 誠 一

江 坂

江 坂

″

芹 沢 長 介

駒 井

江 坂

草 間 俊 一

″

″

長谷部 言 人

大和久 震 平

奥 山   潤

豊 島   昂

武 藤 鉄 城

豊 島

武 藤

奥 山

斉 藤   忠

奥 山

豊 島

″

武 藤

″

″

″

島

″

豊

『 年報』(5)。 西村報文 。西村・桜井清彦『 青森県森田村付近の遺跡調査概要』(『 古代』10号 )

『 岩木山』

″

″

『 年報』(15)・ 江坂報文

江坂『 縄文時代の配石遺構分布図解説』(1970)
『 年報 』(5)。 江坂報支・『 大湯』

″  (5。 6)江坂報文・『 大湯』・草間俊一『 岩手県の組石遺構』(北奥 』3号 1971)

『 年報 』(11)芹 沢族面

″  (12)貞 末・駒井『 岩手県沢村内のス トーンサークル』(考雑 』47巻 2号 。1961)
〃  (5)江 坂報文『 大湯』『 北上市史』(1968)草間『 岩手県の組石遺構』(『 北奥』3号 。江坂『 北上市文化財調査報告 』(3・ 7

集。1967・ 69)他多数

草間『 堀野遺跡 』(1965)同 『 岩手県の組石遺構 (『 北奥』3号 )

″ 『 岩手県の組石遺構』(『 北奥 』3号

″     ″       ″  ″ 同『 宮沢原立石遺構 』(『 アルテス リベラルス』3号 1967)

『 年報 』(16)・ 吉田義昭報文

長谷部『 陸奥国細浦上ノ山貝塚の環状列石 』(『 人類 』34巻 5号・ 19)・『 大湯』

奈良・豊島『 秋田県の考古学 』(1967)
″  ″     ″          『 年報 』(11)。 大和久報文

″  ″     ″           ″  (6)・ 武藤鉄城報文・奥山『 縄文晩期の明石棺 』(考雑』40巻 2号 1954)
同『 秋田県北鹿地方の紐文期配石墳墓』(北奥 3号 )

部義平『 配石墓の成立』(『 考雑』54巻 1号 1968)
秋田県の考古学』

″

″

″     武藤『 宝竜台石器時代遺跡発掘報告 』

″     『 大湯』

『 年報 』(19)・ 安保彰報文・奥山『 小坂環状列石墳墓』(1969)
〃  (5)・ 斉藤報文 。

『 大湯』・『 秋田県の考古学』

奥山『 黒森山麓縄文期竪穴群 』(1971)
『 秋田県の考古学』

『 年報』(8)・ 豊島報文                                 |
『 秋田県の考古学 』武藤『 袖野石器時代組石群発掘報告』(1952)・ 『 大腸』・武藤『 八津環状石 墳群 』(『 考雑 』37巻4号19)

『 秋田県の考古学 』

″    『 年報』(5)・ 武報報文・『 大湯』

″                       ″       ″

″

″
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脇 遺 跡 名 所  在  地 時期 調査年度 調 査 者 名献文考参

70
71

72

73

74
75
76
77

78
7.9

80
81
82

83
84

85

86
87

88
89

90
91

92
93
94

95
96
97

98
99

100

101

102

103

104

105

106

107
'108

杉

　

丁

滝

恭

Ⅱ

館

津

囲

敷

地

神

田

貫

原

山

羽

原

十

　

　

沢

　

　

　

屋

貫

　

郷

　

　

　

　

ツ

前

下

五

鳴

敷

堀

福

沼

台

二

三

石

長

佐

堂

勝

赤

西

板 倉 町

下

子

竹

真

大

4網 谷 戸

袖 坊 原

桜 ケ 丘

平 松 台

大 石 山

端

蔵

場

田

大

馬

桜 ケ 丘

下 布 田

恋 ガ 窪

駒 木 野

稲 荷 山

肱 88B

狩野 久 保

金 子 台

中 の 下

″ 大田原市平林

群馬県桐生市菱町黒川

″  ″ 川内町

″ 多野郡中里村

埼玉県深谷市

″ 比企郡小川町

東京都利島

″ 町田市

″ 南多摩郡多摩町

″ 調布市下布田

″ 世田谷区大蔵阿

″ 国分寺市恋ガ窪

″ 青梅市駒木野

″ 町田市高ケ坂

″

神奈川県足柄上郡足柄町狩蟹

″     ″     ″    カ

″   ″  大井町

後

晩

後

前

″

″

後

″

中～後

晩

中

中～後

晩

″

″

後

後

中

晩

13～中
眸
ｋ
肝
ＩＴ
Ｌ
Ｆ
Ｉ
由脇
係
膿
‐中

27
28

44

31
29

43

35
43

34

39
37

″

″

″

″

″ 28
″ 34
″ 39'40

″ 36・ 38

″ 38・ 40

″ 39
″ 30
″ 42

昭和 27
″ 31
″ 30

″ 45
″ 27

″

″

″

″

″

″

″

″ 40-46
″ 33
″

″ 40

雄

治

信

良

東

藤

伊

斉

武 藤

豊 島

奈 良 修 介

江 坂

塙   静 夫

辰 己 四 郎

″

″

滝 口   宏

渡 辺

薗 田 芳 雄

″

尾 崎 喜左雄

小 沢 国 平

金井塚 良 一

後 藤 守 一

浅 川 利 一

吉 田   格

川 崎 義 雄

桜 井 清 彦

甲 野   勇

″

後 藤

滝 口

杉 山 博 久

坂 詰 秀 一

神 沢 勇 一

『 秋田県の考古学 』

″

″    『 年報』(8)。 豊島報文

奥山『 秋田県北鹿地方の縄文期配石墳墓』 (『 北奥』3号 )

″

『 日本の考古学』(I)
『 宮城県の地理と歴史』

『 ジヤーナル』(43号 ・1970)
江坂『 考古学ノー ト・先史時代 Ⅱ』(1957
『 大湯』

『 福島県史』

『 年報』(5)。 江坂報文 。
『 大湯』

″  (6) ″

塙『 栃木県氏家町勝山遺跡の調査』(『 研究発表要旨1969)
『 年報 』(9)・ 辰己報文・宇大歴研『 赤羽遺跡調査報告』

″  (7)・  ″  ・渡辺竜瑞『 栃木県郡須町西ツ原晩期組文式遺跡』(『 研究発表要旨』1955)宇 大郷土史研究班『 西ツ原

遺跡発掘調査報告』

『 年郡 』(6)辰己報文・塙『 栃木県清原村竹下遺跡調査概報 』(『 下野史学 』4号 )宇大歴研『 栃木県清原村竹下遺跡調査報告書』

『 年報 』(12)・ 川島報文

″  (8・ 18)・ 渡辺・辰己各報文・辰己『 真子遺跡発掘調査略報』

″  (14・ 16)・ 薗田報文・菌田『 桐生市大門遺跡調査報告』

″  (16・ 18。 19)・ 薗田報文

″  (17)。 尾崎報文

″  (8)・ 小沢報文

金井塚『 平松台遺跡』(1969)
『 年報 』(11)・ 戸沢充則報文・『 伊豆諸島総合文化財調査離告』(2分冊 )

浅川『 田端遺跡調査概報』(1969)
吉田『 多摩村連光寺ゴルフ場内遺跡』(『 東京都文化財調査報告書』10冊 '1961年
川崎『 調布市下布田遺跡の特殊遺構』(『 ジヤーナル』34号・ 196)
桜井『 新修世田谷区史』付編 (1962)
松井新一『 国分寺恋ガ窪遺跡発掘調査概要』(『 多摩考古』7・ 1965)
甲野『 青梅市駒木野石器時代遺跡調査概要』(『 多摩考古』6。 1964)
浅川『 高ケ坂石器時代遺跡復旧報告』(『 多摩考古 8・ 1968)
『 多摩ニユータウン遺跡調査報告』(V・ 1968)
『 年軒 』(19)杉 山報文・『 馬場遺跡の縄文時代配石遺構』(1969)
坂詰『 神奈川県狩野配石遺跡』(『 立正大学文学部論叢』15)(1962)
『 年報』(15・ 16)赤屋・神沢各報文・神沢『 金子台遺跡の組支時代基地』(1966)
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焔 遺 跡 名 所  在  地 時期 調査年度 調 査 者 名献文考参

100

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

山寺

堀 田 沢

平 沢 同 明

上 吉 沢

東海 大 内

下 谷 戸

八 幡 台

権 現 台

ツ ン ジ 山

藪 ノ 内

千 枚 原

釜 の 口

入 谷 平

増ヽ 形 山

池 の 原

平   須

上   条

尾 崎 原

中 道 尾 根

茅野 和 田

月 見 松

有 明 山 社

茂沢南石堂

高

坂

一削

山

見

赤

官

奥

原

l14

居

桑

中

千

能

塚

内

平

原

平

畑

口

法

大

藤

居

向

坪

棚

野

野佐

神奈川県小日原市荻窪

″  泰野市平沢

″   ″ 寺山

″  平塚市

″     ″  】ヒ登】日

″  伊勢原市三の官

″   ″  東大竹

″  川崎市

静岡県賀茂郡河津町

″ 伊東市岡

″  ″ 吉田

″ 熱海市初島

″  ″ 下多賀

″ 三島市台崎

″  ″ 一町田

″ 椿原郡中川根町

″ 庵原郡桑原町

″ 駿東部長泉町

″ 富士官市大石原

″ 田方郡修禅寺町

山梨県都留市

″ 南都留郡道志村

″ 南巨摩郡中富町

″ 北巨摩郡長坂町

″ 都留市盛里

″  ″ 法能

″ 西八代郡三珠町

長野県諏訪郡富士見町

″    ″    ″

″    ″    ″

″    ″    ″

〃

″ 茅野市

″    ″

″ 伊那市

″  ″ 手良

″ 北安雲郡松川村

″ 】ヒ佐久郡軽井沢町

″ 下高井郡山ノ内町

中

後

″

″

″

中

″

″

日U

後

中

晩

中～後

中

後

晩

″

中

晩

″

後

″

中

晩

中

後

″

早

中

晩

前

後

晩

昭和 43
″ 40-43

″ 10-39
″ 35
″ 45
″ 40-42

″    8

″ 33

大正 14

昭和 31
″ 32
″ 40
″  ″

″ 29
″ 23
″ 36
″ 40
″ 44
″ 45・ 46
″ 43-44

″ 39
″ 28

″ 37
″ 38

大正 11
昭和 39
″ 44
″  ″

″ 43
″ 30
″ 42
″ 36
″33・ 34

44″

桜 井

八幡一郎・直良信夫

江 坂

高 山   純

小 出 義 治

赤 星 直 忠

久 保

大 場 磐 雄

向 坂 鋼 二

稲 垣 甲子郎

佐 藤 民 雄

小 野 慎 一

″

坂 詰

山 本 寿々雄

大 山   柏

鳥 居 竜 蔵

官 坂

″

実

場

田

大

長

弐

一

英

栄

坂

森

宮

藤

平

樹
　
　
男

一

宗

茂

　

次

光

沢

　

沢

上

峯

藤

林

藤

三

永

『 熱海市史』

『    ″

『 三島市誌』

″

『 年報』(19)・ 杉山報文

八婚『 相模国中郡寺山の敷石遺跡 』(『 人類』50巻 12号 )

『 年報 』(13)。 江坂報文・紅坂『 平塚市上吉沢敷石追跡調査』(『 平塚市文化財調査報告書』5号

小出『 紐文後期の石造遺構群 』(『 ジヤーナル』7号 。1967
赤星『 神奈川県伊勢原町八幡台住居址 』(『 考古学』9巻 3号・

『 年報』久保報文

大場『 南豆見高石器時代住居 jd・ の研究』(『 考古学研究録 1・ 1

『 伊東市史』(1958・ 62)
″

同『 神奈川県三の官配石遺構 』(『 北奥 』

38)
)

1

3号

27

96
″

95

『 年報 』

″

。小野報文

・長田報文

8

″

『 年報 』(14)・ 原川宏報文

″  (18)笹 津報文・『 桑原』(1966)・ 他

『 中峰遺跡調査略報』

小野『 静岡県大石ケ原千居遺跡の発掘調査』(『 ジヤーナル』48号 。1970
小野『 田方郡修禅寺町入谷平遺跡緊急調査報告 』(『 静岡県文化財調査報告書』

山本『 山梨県の考古学 』

″    山本『 甲斐池の原遺跡調査概報 』(『 甲斐考古資料集』 )

(『 富士国立公園博物館研究報告 』4)
山本『 平須石造遺構の調査』(1970)
大山『 山梨県日野春村長坂上条発押調査報告』(『 自然学雑誌』

『 山梨の考古学 』・『 石造遺構の新例 』(『 富士目立公園博物館研究報告』3)
日本考古学年報

史前学雑誌

『 井戸尻』(1965)
″        『 年報 』(16・ 17
″

″

)。 武藤雄六 。小林公明各報文

『 茅野和国遺跡緊急調査報告書』

『 棚畑遺跡』(1971)
『 月見松遺跡緊急発掘調査報告書』 (

林『 上伊那の考古学的調査』(19)

)・『 大石ケ原千居遺 跡 』

8・ 1969)

『 年報 』(6)山 本報文・ 同『 石造遺構の新例』

0号

『 有明山社』

『 年報』(14。 1

『 佐野 』(1967
9)・ 三上報文

)

1968)
。同『 野 口墳墓遺跡調査概況 』 (『 伊郡路 』6巻 1

『 軽井沢町茂沢南石堂遺跡 』(1968)
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焔 遺 跡 名 所 地在 時期 調査年度 調 査 者 名献文考参

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

174

175

176

塚

尻

出

神

畑

田

ツ
　

　

　

明

助

洞

二

池

平

大

藤

巾

原

沢

子

上

関

中

野

勁

中

醍

平

木

峯

大

青

石

長者 ケ 平

大   蔵

葎   生

室谷 洞 窟

金 沢 東

御番 屋 敷

東 垣 内

別 官 家 野

日 笠 出

稲 荷 洞 穴

雰ヌキ洞穴

大 野 原

江 内 貝 塚

片野 洞 穴

長野県東筑摩郡山形村

″ 松本市官淵

″ 更埴市桑原

″ 塩尻市

″ 西筑摩郡大桑村

″ 駒ケ根市

″ 埴科郡戸倉町

″ 北安雲郡平村

新潟県 北蒲原郡中条町

″ 佐波郡小木町

″ 五条市

″ 中頸城郡妙高村

″ 中魚沼郡川西町

″ 栃尾市金沢

岐阜県吉城郡古川町

″ 益田郡小坂町

″

滋賀県東浅渉郡下草野村

兵庫県養父郡関官町

″ 高砂市

大分県大野郡朝地町

″ 竹田市

長崎県北松浦郡鹿町町

宮崎県串間市

″ 宮崎郡田野町

鹿尼島県出水郡高尾野町

″  囃酸郡志布志町

″  始良郡溝辺町

後

晩

中

″

中
　
　
晩

ヽ
　

　

ヽ

前

後

前

中

後

前

後

″

″

中

早

前

中

晩

前

後

中

前

前

昭和 39

44

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

37
45

38

26

32
40

35
″

34
33

27

″

″

″36・ 37

″

″

″

″

″

″

40

32
38
36

39
40

口

野

山

樋

友

米

丸
　
　
一　
雄

邦

鳥

　

彰

慶

豊

原

井

崎

江

田

笠

駒

格

小

前

雛

徳

治

治

徳

富

貞

重

寛

貞

田

口

木

木

ロ

小

河

鈴

池

河

藤 沢

米 山 一 政

昇 一

良 一

大 場

小 出

本 間 嘉 晴

上 原 甲子郎

岡 本   勇

藤 田 良 策

賀 川 光 夫

『 唐沢・洞』

『 年報 』(17)。 藤沢報文

″  (16)。 米山報支

『 平出』

『 年報 』(15)。 樋口報文

『 藤助畑・春日』(1971)
『 年報』(16・ 17)・ 森島稔報文・同『 長野県埴科郡戸倉町巾田遺跡』(『 信濃』18巻 6号・ 19巻 3号 )

金子治昌『 長野県埴科郡戸倉町巾田遺跡調査報告』(『 長野県考古学会誌』2)
『 上原』大場『 長野県北安雲郡平村上原遺跡調査報告』(『 信濃』4巻 4号 )

『 年報 』(10)・ 小出報文

″  (19)・ 計良勝範報文

″( (13)上 原報文・『 大蔵遺跡 』(1963)
″    ″  岡本報文 。

『 葎生遺跡 』(1967
″  (14)小 片保報文・『 室谷洞窟』

中村孝三郎『 先史時代と長岡の遺跡』

『 栃倉』

『 年報 』(7)笠原報文

『 音江』

『 東海道幹線増設工事に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告書』(1965)
小江『 滋賀県醍醐縄文式遺跡について』(『 文化史学 』5)・『 大湯』

前田『 八木川流域の4RB文式遺跡調査報告 』(1971)          ,
『 高砂市文化財調査報告』(1)
『 大分県考古学』(1971)・ 賀川『 大分県大恩寺稲荷岩険』 (『 日本の洞穴遺跡』

『 年報 』( 19)・ 賀チII報文

10)・ 河口報文

16)・ 鈴木報文『 宮崎県田野町青木遺跡の発掘』(郷土研究』

14)・ 池水報文

17)・ 河口報支

19)。  ″

(

(

(

(

(
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山 梨 県 内 出上 の土 偶 (地 名表 )

中谷治宇二郎氏の日本先史学序史所収の、秦樟丸著蝦夷島奇観の中に「寛政
11年春当房u村在籍館西五里の神祠の傍より桶二躯掘出す。往古の器と見ゆ。
モンペツ地名夷 トアリシと云ふ此神体は装など着 したる形なり。 フショタン地
名の丘よりも掘出せ し事あり。形少 しく異りと雖も髪衣服かくの如 し。按ずる
に女の像なり。眼口のあたりに点亥!するは今の文身。髪を組みて頭上に結びし
形なり。」とあり中谷氏もこの地上偶に関する最初の記録であることを伝えて
いるのであるが

今の文身とするあたり明治以前の文献として再評価さるべきであろう。
さて明治以降における土偶の研究史をひもとくまでもなく、最近では江坂輝

弥氏によつて日本原始美術の中にまとめられている。

山梨県内に発見された土偶出土の遺跡については、中谷治宇二郎氏の日本石
器時代の上偶研究序説 (昭和 5)に よれば県内では 12遺跡が知られている。
その後仁科義男氏を指導者として北巨摩郡教育会がおこなつた同郡下の当該調
査を先史原史時代とい う単行本にまとめ、さらには昭和 8年、山梨県出上の石
器時代土偶として考古学雑誌に発表 している。

全県下をまとめている点で利用に便である、その後大戦を経て、戦後の資料
についても、土偶自体の出土状態を発掘調査を経て処理 した例は稀れであり昭
和 27年北巨摩郡長坂町の上条の石造遺構 (配石)調査の例外若干に過ぎなか
つた。今回の小形山中谷遺跡のような出土例は全国的にも稀有のことであろう
し、今後における研究資料としては第一級のものではないだろうか。
これを機会に過去の報告例のある土偶の出土地一覧表をかかげて今後の資料

としたい と思うし図版等も手がけて集成する日の近いことを希 うものである。
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発 見 地 名 郡 位 所蔵者 報告者 備    考 (文 献 )

北巨摩郡小淵沢町

″  笹原高原

″  大泉村字西井出

″  長坂町宇大井森

″     ″     ″

″     ″      ″

″   ″ 字柿木平

″   ″ 字大八田

″   ″字長坂上条

″   ″ 字渋沢

″     ″    ″

″     ″    ″

″     ″    ″

″  高根町字北害J

″   ″ 字西割

″     ″  宇 小 池

″  明 野 村 字 浅 尾 原

″     ″    ″

″     ″    ″

″     ″    ″

″     ″    ″

″     ″    ″

″      ″    ″

″      ″    ″

″     ″    ″

″     ″    ″

″   ″ 字 上 手

″     ″    ″

″     ″    ″

″     ″    ″

″     ″    ″

部

部

体

頭

脚

肩脚部

略 完

肩脚部

頭 部

体 部

下 肢

脚

頭 部

頭 部

上 肢

体 都

上半身

下半身

上半身

体 部

上半身

下半身

体 部

下 肢

体 部

″

″

″

下 肢

″

上半身

″

″

″

R厨

田 中 善 守

鳥 居 竜 蕨

Jヽ 林 最登米

″

清 春 小学校

堀 内 常太郎

山 本 寿々雄

船 窪   久

″

峡 北 農学校

井 出 佐 重

原   嘉 男

高見沢   文

藤 森 護 国

浅 川 耕 三

船 審   久

志 村 滝 蔵

″

″

船 窪   久

朝 神 小学校

船 窪   久

志 村 滝 蔵

船 窪   久

〓
一
雄

耕

通

川

水

浅

清

院得

仁科義男報文参照

″

山本寿々雄『 甲斐石器時側
遺跡遺物発見地名表 1927-

仁科氏報文参照

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

明野村誌

仁科氏報文参照

″

″

55

山梨 県 出上 の 上 偶  地 名 表
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発 見 地 名 部 位 所蔵者 報告者 備     考 (文 献
巨

″

″

崎

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

〃

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

―ゴヒ
ー

ー

に

Ｆ

Ｉ

Ｉ

‐

‐

‐

摩郡明野村字上手

″    ″

″    ″

保

市

線

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

朝

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

】同

脚

″

下半身

上半身

″

頭 部

″

　

　

″

体 部

頭 部

体 部

下 肢

″

上 肢

下 肢

下 肢

略 完

″

頭 部

″

″

″

″

″

″

″

体 部

″

下 肢

″
　
　
″
　
　
″

体 部

中 田 小学校

三 枝 善 衛

″

″

″

″

″

穂 坂 小学校

″

″

″

″

衛

蔵

寺

蔵

垂
口

滝

　

　

滝

命

枝

村

　

　

村

一一一　
　
士
心
　
“
牲
　
士
心

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

船 窪   久

″

明野村誌

仁科氏報文参照

″

″

″

″

″

″

″

″

″

　

　

″

〃

″

〃

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″
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発 見 地 名 部 位 所蔵者 報告者 備    考 (文 献 )

韮崎市宇鳥之小池

″ 字千津峯

″ 字大門

北巨摩郡双葉町字中原

″  穴山村字次第窪

中巨摩郡敷島町字上福沢

″   ″ 宇清,||

東八代郡中道町

″

″  御坂町駒留

″   ″ 上黒駒

″  一宮町国分

山梨市 立石

″  七 日子

″ 字上手原

″  官の平

塩山市宇岩堂

東山梨郡勝沼町

″   ″ 等々力

″   ″ 藤井

″   ″ 岩堂崎

″     ″   ″

″     ″    ″

北都留郡上野原町字本町

大月市 強瀬

都留市 戸沢

″  法能
″  小形山中谷

部頭

″

肢

完

部

部

部

下

略

体

頭

体

|

部頭

下半身

蔵骨器

上半身

上半身

上半身

8

9

上半身

脚

″

″

″

″

上半身

部頭

″

″

部

部

体

頭

身

部

完
部
部
身

脚

半
　
　
　
　
　
半
腕
脚

″
″
″

下

頭

略
頭
腰
下

三 枝 善 衡

″

志 村 滝 蔵

船 窪   久

穴 山 小学校

三 井 英 夫

仁 科 義 男

右左口 中学校

黒‐ 駒 中学校

帝 室 博物館

東京大学人類学
教室

内 田 源 蔵

三 輪 常 松

上野原 小学校

西 原 中学校

陥島〒塾

命

念

″

″

″

″

″

″

″

″

仁科氏報文参照

″

″

″

″

″

″

仁科義男『 宮本村及び清川村先史時代 』
遺跡発見地名表

一宮町誌

山本寿々雄『 甲斐石器時代』遺跡遺物
発見地名表 1927-55

］鵠　　　　　　］い　　　　　　　　　　　　　　］い　　　。　　　　　　　　　．

卿脚　　　　　　綿御　　　　　　　　　　　　　　糾篠　　　∝
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山 梨 県 内 出 上 の 耳 栓 (地 名 表 )

山梨県内出上の耳栓については、昭和 7年北巨摩郡教育会編の先史原史時代

調査所収の出土地名表がある。 しかし偶然の発見例であつて、どのような状態 学

の中からのものか明らかにされない うらみがあった。

戦後においては、い くつかの配石遺構の調査のうち昭和 28年、南都留郡道

志村池の原遺跡のピツト内から耳栓 1ケ を検出することがあった。  そ の他

には 町村誌などの単編の中にも耳栓に関するものの記事はあるが、出上につ

いての具体的な背景にはふれていない。

そこで今回の小形山中谷遺跡調査を出発点 として耳栓について掘 り下げられ

るデーターもあるわけであるので、後の便利のために一応判明出来る範囲で地

名表 をつくることにした。

発 見 地 名 径 点数 所期 告書 文 献

北巨摩郡長坂町

″

″

″

″

″

韮 崎 市

北巨摩郡小淵沢町

″  長坂上条

南都留郡道志村池の原

山梨市七日子

″ 立石

″ 小原西

都留市久保

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

2.6

2:9

6.8

3.2

2.9

4.2

3

1

1

1

峡北 農学校

清 水 通 雄

″

″

″

″

根 津 保 家

小淵沢小学校

山本 寿々雄

″

都留文科大学
考古学研究会

先史原史時代調査北巨摩教育会

″

″

″

″

″

″

甲斐池の原遺跡調査・甲斐考古学資料集
9

日下部町誌

″

″
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発 見 地 名 径 点数 所蔵又は報告書 文 献

15 都留市久保

16  ″ 法能

17  ″ 小形山中谷

18    ″      ″

19    ″      ″

20    ″      ″

21    ″      ″

22    ″      ″

23    ″      ″

24    ″      ″

25    ″      ″

26   ″     ″

27    ″     ″

28    ″      ″

29    ″      ″

30    ″      ″

31    ″      ″

32    ″      ″

33    ″      ″

3 協

7.2

6.2

6.0

5.0

4.3

4.2

4,0

3.8

3.6

3.4

3.0

2.3

2.1

1.6

1.5
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